
奈
　

良
　

磐
　

松
傑
出
し
た
美
術
蒐
集
家
に
し
て
書
家

ス

ト

ラ

イ

キ

奈
良
磐
松
は
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
八
月
十
五
日
に
、
奈
良
茂
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

秋
田
の
奈
良
家
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
弘
治
年
間
（
一
五
五
三
～
五
八
）
に
大
和
小
泉
村
（
現
奈
良
県
生
駒
郡
片
桐



町
小
泉
）
か
ら
、
一
族
と
と
も
に
出
羽
の
豊
川
村
字
上
蛇
川
（
現
南
秋
田
郡
昭
和
町
豊
川
）
に
移
住
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。江

戸
時
代
初
期
の
こ
ろ
、
も
っ
と
広
い
土
地
を
求
め
て
金
足
村
字
小
泉
（
現
秋
田
市
金
足
小
泉
）
に
移
り
、
宝
暦
年

間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
に
は
、
四
十
余
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
所
有
す
る
大
地
主
に
な
っ
て
い
た
。

金
足
小
学
校
か
ら
土
崎
高
等
小
学
校
を
経
て
秋
田
中
学
に
進
ん
だ
磐
松
は
、
寄
宿
舎
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
三
年
生
の
と
き
、
思
い
が
け
な
い
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

明
治
三
十
年
六
月
、
奈
良
が
若
気
の
い
た
り
で
、
当
時
の
花
街
だ
っ
た
秋
田
市
常
盤
町
（
現
旭
北
栄
町
）
に
足
を
入

れ
た
。
そ
れ
を
、
日
ご
ろ
鬼
よ
り
こ
わ
い
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
将
校
上
が
り
の
浜
田
義
夫
舎
監
に
見
つ
け
ら
れ
、
即
刻

退
学
を
命
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。

奈
良
の
助
命
嘆
願
と
浜
田
舎
監
の
排
斥
を
求
め
て
生
徒
た
ち
が
杉
谷
佐
五
郎
校
長
に
直
訴
す
る
が
ラ
チ
が
あ
か
ず
、

三
年
生
全
員
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
処
分
の
た
め
の
職
員
会
議
は
大
も
め
に
も
め
た
が
、
首
謀
者
は
放
校
処
分
と
す
る
方
向
に
傾

い
て
い
く
。
当
時
は
、
い
っ
た
ん
放
校
処
分
に
な
る
と
、
そ
の
後
は
ど
こ
の
中
学
校
に
も
転
校
で
き
な
い
決
ま
り
だ
っ

た
の
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
中
心
に
な
っ
た
生
徒
た
ち
は
全
員
退
学
願
を
出
し
、
結
局
、
校
長
の
穏
便
な
は
か
ら
い
で
放

校
処
分
を
免
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
の
私
立
中
学
な
ど
に
転
校
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
退
学
し
た
九
人
の
中
に
は
、
奈
良
磐
松
の
ほ
か
に
、
明
石
徳
一
郎
（
時
事
新
報
編
集
局
長
）
、
塩
田
団
平
（
羽

後
銀
行
頭
取
、
後
述
）
、
信
太
儀
右
衛
門
（
衆
議
院
議
員
五
期
）
、
菅
禮
之
助
（
日
本
原
子
力
会
議
議
長
、
後
述
）
な
ど



が
い
た
。

『
松

雪

鑑

賞

』

シ

リ

ー

ズ

さ
て
、
単
身
上
京
し
た
奈
良
は
、
東
京
専
門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
）
の
政
治
学
科
に
編
入
試
験
を
受
け
て
合

格
、
学
校
か
ら
ほ
ど
近
い
骨
董
品
屋
の
二
階
に
下
宿
し
た
。
秋
田
中
学
時
代
か
ら
書
道
を
得
意
と
し
て
い
た
奈
良
の
美

術
品
に
対
す
る
興
味
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
次
第
に
つ
よ
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

学
校
で
は
坪
内
逍
遙
に
傾
倒
し
、
同
校
の
文
科
で
開
講
し
て
い
た
逍
遙
の
講
義
を
聴
講
し
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
の

一
方
で
示
源

流
の
剣
道
の
稽
古
に
も
励
み
、
年
余
に
し
て
免
許
皆
伝
の
腕
前
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
三
十
年
頃
の
奈
良
家
は
、
田
地
四
百
数
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
か
、
山
林
、
宅
地
な
ど
膨
大
な
資
産
を
有
す
る
秋

ｍ

県
内
屈
指
の
豪
農
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
父
茂
は
六
十
歳
を
越
え
て
老
い
の
き
ざ
し
を
見
せ
、
学
校
を
終
え
た

磐
松
は
、
半
ば
連
れ
戻
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
兄
の
磐
之
助
か
夭
逝
し
て
い
た
た
め
、
磐
松

が
家
督
を
継
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
三
十
四
年
、
ま
だ
二
十
二
歳
の
磐
松
を
残
し
て
父
親
が
他
界
す
る
と
同
時
に
、
磐
松
は
由
緒
あ
る
奈
良
家
を
守

る
こ
と
に
専
念
す
る
が
、
次
第
に
周
囲
の
者
が
対
外
的
な
仕
事
に
奈
良
を
引
っ
張
り
出
す
よ
う
に
な
り
、
推
さ
れ
て
南

秋
田
郡
教
育
会
会
長
、
金
足
村
村
長
、
秋
田
県
町
村
会
会
長
な
ど
の
職
に
も
就
く
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
奈
良
は
、
そ
れ
以
上
社
会
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
床
の
間
や
客
間
に
書
画
を
広
げ
て
静
か
に
鑑
賞



す
る
生
活
に
意
義
を
見
出
し
て
い
く
。

そ
れ
と
同
時
に
奈
良
の
書
画
に
つ
い
て
の
好
み
も
漸
次
焦
点
が
絞
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
江
戸
以
降
の
日

本
画
に
つ
よ
く
興
味
が
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

美
術
品
の
出
来
不
出
来
を
判
定
す
る
能
力
は
奈
良
生
来
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
特
別
誰
か
か
ら
専
門
の
訓
練
を

受
け
た
と
い
う
の
で
も
な
い
の
に
、
谷
文
晃
や
佐
竹
曙
山
な
ど
の
秀
作
を
、
一
点
も
偽
物
を
つ
か
む
こ
と
な
く
入
手
し

て
い
る
。

大
正
年
間
に
入
り
、
奈
良
は
、
従
来
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
や
白
身
が
蒐
集
し
た
も
の
を
丹
念
に
検
討
し
て
、

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
五
月
に
『
松
雪
鑑
賞
（
一
）
』
を
刊
行
し
た
。
松
雪
は
奈
良
の
号
だ
が
、
か
な
り
若
い
時
分

か
ら
名
乗
っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

同
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
主
な
作
品
と
し
て
は
、
尾
形
光
琳
「
美
人
図
」
、
佐
竹
曙
山
「
竹
に
文
鳥
図
」
、
谷
文
晃
「
湖

山
春
晴
図
」
、
松
村
呉
春
「
人
物
図
」
、
田
中
納
言
「
源
氏
物
語
図
」
、
頼
山
陽
「
七
言
古
詩
」
な
ど
一
流
作
家
の
一
流

作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
の
後
も
奈
良
は
収
蔵
品
の
整
理
紹
介
に
努
め
、
翌
六
年
十
二
月
に
『
松
雪
鑑
賞
（
二
）
』
、
十
一
年
一
月
に
『
松
雪

鑑
賞
（
三
）
』
を
相
次
い
で
刊
行
し
て
い
る
が
、
第
二
集
、
第
三
集
に
収
め
ら
れ
た
主
な
作
品
を
以
下
に
挙
げ
て
み
る

と
、
酒
井
抱
一
　「
鉄
線
花
遊
雀
図
」
、
小
田
野
直
武
「
笹
に
白
兎
図
」
、
円
山
応
挙
「
蘭
亭
曲
水
図
」
、
頼
山
陽
「
七
言

絶
句
」
、
葛
飾
北
斎
「
墨
堤
舟
遊
図
」
、
平
福
穂
庵
「
祐
天
上
人
霊
夢
図
」
、
狩
野
芳
崖
「
仁
王
捉
鬼
図
」
、
寺
崎
広
業
「
山

水
屏
風
図
」
等
の
名
作
が
あ
る
。



『
松
雪
鑑
賞
』
は
そ
の
後
も
続
編
を
予
定
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
残
念
な
が
ら
形
あ
る
も
の
と
は
な
ら
か
っ
た
。

秋

田

蘭

画

に

高

い
評

価

自
身
で
は
絵
筆
を
取
る
こ
と
の
な
か
っ
た
奈
良
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
書
道
に
は
年
若
い
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
い

た
。奈

良
は
初
め
、
文

徴

明
、
北
山
雪
山
ら
の
書
風
に
引
か
れ
て
概
し
て
楷
書
風
の
書
を
も
の
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
研
究
熱
心
な
彼
は
、
古
今
の
名
筆
を
下
敷
き
に
し
て
や
が
て
独
自
の
書
風
を
開
拓
、
肉
太
で
丸
み
を
も
っ
た
書
体

か
ら
さ
ら
に
風
韻
高
雅
な
書
風
へ
と
芸
術
性
を
高
め
て
い
く
。

し
か
し
、
奈
良
は
自
己
宣
伝
を
極
端
に
嫌
っ
て
、
書
に
親
し
ん
で
い
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
口
外
せ
ず
、
作
品
を
外
部

に
発
表
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
嚢

中
の
錐
は
必
ず
現
れ
出
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
も
の
で
、
奈
良
の
書
道
も
人
伝
て
に
外
に
漏

れ
、
識
者
の
注
目
を
ひ
く
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
後
年
は
県
内
の
書
道
展
に
賛
助
出
品
し
た
り
し
て
い
る
。

あ
る
時
な
ど
、
審
査
員
と
し
て
中
央
か
ら
招
聘
さ
れ
た
書
家
が
、
奈
良
の
作
品
を
見
て
、「
自
分
は
ま
だ
こ
の
境
地

に
達
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
一
家
を
成
し
た
専
門
家
を
感
嘆
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

虚
名
を
嫌
っ
て
容
易
に
社
会
に
出
て
い
こ
う
と
し
な
か
っ
た
奈
良
だ
が
、
そ
の
実
直
さ
堅
実
さ
が
逆
に
厚
い
人
望
に

つ
な
か
っ
て
、
秋
田
信
託
株
式
会
社
社
長
、
秋
田
銀
行
頭
取
な
ど
の
要
職
に
も
推
さ
れ
て
い
る
。



昭
和
に
入
る
と
、
奈
良
の
蒐
集
し
た
書
画
は
相
当
な
数
に
の
ぼ
り
、
し
か
も
秀
作
ば
か
り
な
の
で
、
奈
良
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
全
国
的
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
、
奈
良
は
東
京
四
ツ
谷
に
家
を
買
い
求
め
、
月
に
一
度
く
ら
い
上
京
し
て
そ
こ
を
根
拠
に

多
く
の
名
画
を
買
い
求
め
た
。
念
願
で
あ
っ
た
渡
辺
崋
山
の
晩
年
の
傑
作
「
千
山
万
水
図
」
を
入
手
し
た
の
も
こ
の
前

後
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
、
昭
和
二
十
七
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

奈
良
は
、
佐
竹
曙
山
や
小
田
野
直
武
が
描
い
た
洋
風
画
、
す
な
わ
ち
秋
田
蘭
画
を
高
く
評
価
し
て
精
力
的
に
蒐
集
、

曙
山
の
「
湖
山
風
景
図
」
、
直
武
の
「
児
童
愛
犬
図
」
、
亜
欧
堂
田
善
の
「
両
国
図
」
な
ど
九
点
は
、
昭
和
十
一
年
に
国

の
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
年
、
秋
田
市
は
奈
良
に
文
化
章
を
贈
っ
た
が
、
生
来
名
誉
欲
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
た
奈
良
に

は
、
何
ほ
ど
の
感
激
も
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

孤
高
の
人
奈
良
磐
松
が
そ
の
生
涯
を
静
か
に
終
え
た
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
十
三
日
で
、
享
年
八
十
一
歳
で
あ
っ

た
。遺

志
に
よ
り
、
秋
田
県
出
身
者
の
書
画
、
重
要
美
術
品
を
含
む
六
十
二
点
が
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
に
秋
田
市
美
術

館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
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